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タッチパネルを用いた

アンケー ト調査システムの開発と応用
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Touch-panelandpaper-typequestionnairesforatopicdermatitis

HiroyukiMOR士andTsuyoshiNAKAMURA

Abstract:Touch-panelquestionnairesystemforthedininghabitandthegeneticfactorwasdevelopedsothat

touchingthedisplaypanelautomaticallyaccumulatestheanswersintoanAccessfile.Questionsareconcemed

with(A)Atopicdermatitisdiagnosis,(B)Frequencyofservingmeat,smallfish,largefishandeggs,(C)

FrequentlyeatingfishinSushi,(D). About80%ofthosewhoattendedthehealthassessmentserviceatthe

NagasakiCityPublicHealthCentervoluntarilyansweredonthesystem･However,becauseittookaboutten

minutestocomplete,someofthemwerenotabletoanswer.Question-paperwassuitablefわrdealingwitha

numberofpeoplesimultaneously.

OverlO%of600childrensufferedfromatopicdermatitisorresemblance.Amultivariatelogisticregression

modelrevealsthat(1)Whentherelativehasatopy,asthma,ortheallergicconstitution,theriskofatopyis

high.(2)Woman'sriskofatopyishigherthanthatofaman.(3)Thehighersmallfish'sratiois,thelowerthe

riskis.(4)Thehigherthefrequencyoftheeggservingis,thelowertheriskis.

Associationbetweenalargeocean-rangingfishandatopicdermatitiswasnotfound.Amajorfindingwas

thatthefeedingfrequencyofasmallflShdecreasedtheriska洗ercorrectlngfortheinnuenceofsexandthe

hereditarydeterminant･ Anotherfhdingisthatchildrenwhosemothersserveeggsinmealslessfrequently

areathigherriskforthediseases,Aninterpretationisasfollows:Sinceeggsareusuallyservedforbreakfast,

lessfrequencyofeggservlngmayImplylesscookingforbreakfast. Similarly,smallfishareusuallyserved

fordinnerbutaremoretime-consumlngandrequlreadvancedtechniquethanlargefishormeats･Mothers

whocarefわrbettermealsmayresultinlessriskfわratopicdermatitiswiththeirchildren･
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1.はじめに

環境中の有害ミネラル (重金属)が体内に蓄積 し､

健康にさまざまな悪影響を及ぼす ことが問題 と

なっている｡体内の有害ミネラルの大部分は､大型

回遊魚 (マグロ､ブリ､サケなど)の摂食由来と考

えられるので､世界各国で摂食許容量が具体的に示
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されている｡ 特に妊婦による大型回遊魚の摂食は乳

幼児健康異常のリスクを高めるとされている｡ しか

しながら､例えばア トピー性皮膚炎は､最近の 10年

間で約 3倍増加 してお り､原因として有害ミネラル

が疑われているが､データに基づく証拠は皆無である｡

厚生労働省は､2003年 6月 ｢水銀を含有する魚介

類等の摂食に関する注意事項｣を発表 し､妊婦や妊

娠の可能性のある人が食べると胎児-の悪影響がち懸

念される魚介類としてサメ､メカジキ､キンメダイ､

クジラ類などを公表 し､摂取量を控えるよう勧めた｡
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しかし有害 ミネラルや環境ホルモンの影響に関し

て日本の報告で用い られているデータのほとんど

は外国由来であり､日本人を対象にし､科学的に妥

当な計画のもとに実施された環境有害物質の健康

リスク研究は皆無といえる｡

最近の環境汚染は､薄く広く長期にわたってお り､

大勢の人が長期にわたって微量の暴露を慢性的に

受け続ける傾向にある｡これは､個人ごとのリスク

の増大は微量であるが､無数に多くの人がその影響

を長期に被ることになる｡このため調査対象集団は

大きく､追跡期間も長くなり､多くの交絡要因が関

与することになり､曝露との因果関係を立証するた

めには特別な配慮を要する｡そこで､親の食習慣 と

乳幼児健康 リスクの関連を疫学的に解明するため

の文科省科研費 ｢環境 リスク解析のための統計モデ

ル構築とデータ収集｣を申請 し採択 された｡

そこで保健所の御協力のもと､新生児検診におい

てアンケー ト調査を実施することにしたが､母親の

生活習慣や食習慣をどのように収集するかが重要

な問題であった｡被験者である若い母親に積極的に

調査に参加 し､正確に答えてもらえる方法の開発が

必要であった｡

そこで､ノー トパソコンを健診施設に配置 し､被

験者 自らが補助者の案内のもとに直接回答を入力

する方法を採用 した｡質問内容の表示方法は､若い

母親にとって親 しみやすく､かつ興味深く感 じられ

るようにすることを目標とした｡煩わしいキーボー

ドやマウスの操作を必要とせず､被験者自らがパソ

コンを操作できるように､タッチパネル式のディス

プレイ装置を用いることにした｡これにより､イラ

ス トや回転寿司のイメージを取 り入れて､対話式に

アンケー ト-の回答を収集するシステムを開発で

きた｡

2.方法

2.1 調査項目

新生児検診では､流産経験､死産経験､出生時体

重､アレルギー､身長､頭囲､出生性比､出生時事

故率､健康異常が収集 されている｡

親にアレルギーがあると､子もアレルギーになる

確率が高いことが知られている｡アレルギーなどの

家族性疾患の有無の調査をアンケー ト回収システ

ムに組み込むことで､親の家族性疾患の有無を共変

量とする多変量解析により､その影響を調整 した食

習慣の効果を推定できる｡

食事由来の環境汚染物質は､魚､肉､青果､食品

添加物などに普く存在する｡それらを平均汚染度 (厚

生労働省調査)でカテゴリーに分類すると､日本人

の場合は､体内に蓄積 される有害化学物質 ･重金属

類の 80%以上が魚由来であるとされている｡このこ

とから､長寿で食物連鎖の上位に位置 し､ダイオキ

シン､メチル水銀などの様々な有害化学物質や重金

属を比較的大量に蓄積 している大型回遊魚 (マグロ､

ブリなど)､及びその対照として小型魚､肉などの摂

食習慣を重点的に調査する｡

2.2システム構成

システム構成は以下の通 りである｡

･パソコン:IBMThlnkPadX41(CPUPentiumM1.3GHz､

メモリ 512MB､HDD40GB)

･OS:MicrosoftWindowsXP

･ディスプレイ :タッチパネル ･システムズ 15型

LCDタッチモニター 9416TD15(解

像度 1024×768) (図 1)

･開発ソフトウェア :MicrosoftAccess2003

イラス ト提供
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図 1 タッチパネルディスプレイ装置

2.3 タッチパネル方式の特徴

タッチパネルはパーソナルコンピュータのディス
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プレイ装置とポインティング装置が一体となった

ものである｡見た目は普通のディスプレイ装置と変

わらない｡一般的にポインティング装置として使用

するマウスの代わりに指で画面を直接触れること

で操作を行なうことができる｡紙式のアンケー トと

違い､文字だけでなく､イラス トや写真なども表示

できる他､今回は用いていないが音声ガイ ドを組み

込むことも可能である｡

今回のアンケー ト調査は被験者が母親である若

い女性であることから､質問内容の表示画面にはイ

ラス トを表示し､親 しみやすくした｡魚介類の食習

慣調査では､当初､魚の写真を表示 して選択をして

もらう方式にしていた｡しかし､あまり魚介類の姿

と名前の関連が一致しなかったり､既に加工されて

いる食品が多かったりと､生の魚の姿を見ても実際

に食べたものを思い出すことにつながらないこと

も考えられ､写真ではなく､特徴などを表現できる

イラス トを利用することにした｡また､寿司のイラ

ス トを画面上で楕円型に移動させ､回転寿司を選ぶ

感覚で回答してもらう工夫をした｡また､過去 1週

間の食事を思い出してもらうために､調理法別によ

く食べられる魚介類を分類 し､料理のイラス トから

選択できるようにした｡

タッチパネルを利用するメリットを生かすため

には､キーボー ドやマウスを一切使用せず操作でき

る必要がある｡開発初期の段階では､ア トピーやア

レルギーについての知識をまとめ､母親がQ&A形式

でミニ知識を得られるような画面も用意 していた

が､検診での時間的な制約などもあり､アンケー ト

の回答収集のみに機能を絞った｡

2.4 プログラミング上の特徴

開発は､GUI方式でデータ入力画面を作成できる

Microsof-tAccess2003を利用したが､本来､マウ

スやキーボー ドでの操作を想定したオブジェク ト

をそのまま利用しているため､選択 リス ト (コンボ

ボックス)のように指で触れる面積が小さいものも

あり､関連するイラス トやボタンを触れることでリ

ス トからの選択を容易にできるようにした｡

MicrosoftAccessのマクロ言語であるVisual

BasicProgrammlngSystemApplicationEdition

(VBA)には､オブジェク トを配列として扱 う機能

がないため､図2､10､ 11のように同じようなオブ

ジェク トが多数並んだ画面や図 10､11のようにオ

ブジェク トが移動する画面では､オブジェク トを操

作するマクロが必要以上に長く複雑になってしま

う｡このため､プログラミングを工夫することで擬

似的にオブジェク トの配列をつくり､プログラムの

構造を単純化した結果､短く理解 しやすいアルゴリ

ズムにすることができた｡

3.表示画面と入力法

図 2から図 14にアンケー ト回答画面を示す｡図 2

は初期画面で､他のデータとのリンクに用いられる

子の生年月日を入力するとともに､レコー ドの初期

化を行なっている｡生年月 日の入力のために画面上

に半透明のキーボー ドを表示し､マウスでキー操作

をシミュレーションするようなソフ トウェアも利用

可能であったが､被験者に別のソフ トウェアの起動

や停止の操作を強いることは困難であることから､

全てMicrosoftAccessのVBAを利用して操作が行な

えるようにした｡

収 集 され た ア ンケ ー トの 回答 は 自動 的 に

MicrosoftAccessデータベースのテーブルに保存さ

れ､検診 日､レコー ド番号､生年月 日により他の新

生児検診の検査項目と連結され､解析される｡

図 3-図 6では､子どもの皮膚の状態､図 7は遺伝

的影響に関する質問､図 8以降が食習慣についての

質問となっている｡

図10では好みの魚を答えてもらうために回転寿司

をイメージした画面となっている｡ 画面上で移動す

る寿司のイラス トに触れると､選択された寿司のイ

ラス トが画面左上のエ リアに移動する｡ 選択されて

いる寿司のイラス トに触れると､元の回転部に戻さ

れる｡

図 11では､最近 1週間に食べた魚を思い出しなが

ら答えてもらう｡ できるだけ鮮明に思い出してもら

えるよう､焼く､煮る､蒸す､揚げる､生といった

調理法別に料理のイラス トを表示 し､魚の種類を選

択できるようにした｡

･,⊥〕.い-) 包回包

也_113J

し旦｣L奉コ Ej回Ej

:第1子H 第2子日 第3子H第4子H第5子巨その他;

田 あな妄禁 語 呂鵠 欝 警を

室 』 に二二 :

図 2 初期画面
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図 3 子の皮膚の状態についての質問(1)

図 4 子の皮膚の状態についての質問(2)

図 5 子の皮膚の状態についての質問(3)

図 6 子の皮膚の状態についての質問(4)

図 7 遺伝的影響に関する質問

駿

お母様におたずねしますO

お母様は以下の食品を週に何回ぐらい食べますか?

牛 肉 魔 胞 -

豚 肉 ◎ 0回 -

鶏 肉 を 0回 -

卵 熟 0回 〉

図8 肉類の摂取量についての質問

図 9 回転寿司についての質問

図 10 回転寿司をイメージした画面
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図 11 調理法から魚介類を選択する画面

図 12 魚介類摂取量についての質問(1)

図 13 魚介類摂取量についての質問(2)

撒 き窺冒 志す遺 賢 孟需 Loた｡

r~~LL∵ニーrーLuE T/←し._.._._,J.… ._

図 14 終了画面

4.結果と考察

タッチパネル式のディスプレイ装置は､銀行のATM

や切符の自動販売機などでも用いられているので､

コンピュータの操作に慣れていない人でも容易に利

用できると考えた｡全般的な操作は､パソコンに不

慣れな人でも操作できるように､シンプルな構成に

した｡そのため､計画段階では被験者 自らが画面を

指で触れて回答することを期待していたが､3歳児を

抱えての入力は想像 していた以上に困難なことが判

明した｡母親一人ならば独力で入力可能であるが､

子供の面倒を見ながら何を食べたかを思い出しなが

ら回答することには､かなりの時間と忍耐を必要と

するのである｡ 一人に長時間かかることは大きな

ネックになった｡このため母親の指示通 りに入力す

る補助者を採用 した｡

想定していなかった例外的なことや補助者が気付

いたことなどは､システムメンテナンスのための情

報として､参加者ごとに記録 してもらうことにした｡

一例として､双子､在 日中国人､魚屋や居酒屋を経

営していて毎日魚介類を食べている､といったもの

が記録 されていた｡これ らの情報アンケー トデータ

の統計解析の際に有用である｡

順調なときは受診者の 80%に回答 して頂いたこと

もあった｡ しかし､アンケー トに参加することに直

接的なメリットがないためか､一度流れが途絶えて

パソコンの前から人がいなくなると､その後の参加

者が極端に減るとい う問題が生じた｡このため質問

用紙によるアンケー トも試験的に実施 し回答の精度

と効率を比較 し､改良を試みた｡質問用紙ならば大

勢が一度にできるため､自然に参加する状況が容易

に作 り出せるが､質問項目を極端に絞 り込まざるを

得ないというデメリットが問題であった｡

アンケー ト調査自体は順調に進行 し､初期の目標

である 600名からの回答を得た｡その解析結果は別

の報告で行 うので､ここでは省略する｡
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